



































国郡 筋 村 年 職分等 人数 出典
甲斐国 ― ―
天和・貞享 1687 陰陽家 24人 堀田家
享保元 1716 陰陽家 18人 堀田家












千塚村 明和7 1770 陰陽師 1人 堀田家
甲府西一條町 宝暦4 1754 貢納料受取 1人 堀田家
中郡筋









元文元 1736 陰陽師 11家 堀田家
































を頂戴し天文役を勤めた雨宮右近・吉田左近の末流であるとす その雨宮右近と吉田左近を名乗る陰陽師は二 年前まで たが、雨宮は一五、 六年前（延享頃）甲府城鎮守府中八幡宮神主今沢大進 下で社家となり、吉田は三年前に死去し、後継ぎが幼年で職分が立たないとも述べている。この記述からは、陰陽師が小笠原村に居 するようになった 一二世紀からであり、吉田出羽の家と吉田左近の家も別の系譜のよう ある。　
また因由書によれば、近世では甲府城代へ夏至・冬至の祈禱と御祓献上
を行っていたところ早晩中絶 、享保九年（一七二四）から復して武運長久祈禱の御祓を献上したとする。宝暦頃の覚書でも、 、 五年以前から甲府勤番屋敷へ祈禱の祓いを献上していたとある。近世初期 動向は不明であるが、甲斐国が幕領となり甲府勤番支配 置かれるにともなって、祈禱の祓を献上するようになったのであろう。ただし、覚書では矢崎淡路いう者が勤番屋敷へ年礼に行って たとし、さらにはその際 どのような装束を着ていたのかもわからない いう。装束につ て確実なこと 、柴田日向守（山手 支配、宝暦元～七 ）の時に 御用筋で屋敷 伺った吉田出羽が土御門家支配であったことにより、上下帯刀で参上することを許されて以後、それ 先例になったとする。　
小笠原村には、元文元年（一七三六）には吉田、矢崎などを名乗る陰陽
師が一一軒存在していた。因由書や覚書など 内容を踏まえ と、一八世紀初頭までの陰陽師の動向は不確かな部分が多 が、享保期にはに御祓などの献上を行う存在であっ こと、ただし身分に応じた などがあったわけではなく、同時に一つの陰陽師家が突出し 由緒をもっていたわけでもなかったことになる。さらにこの頃の出羽をはじめ する陰陽師は、年貢地に居住し、番役などを勤め、宗旨人別帳を代官所へ提出し、吟味の際には白洲に出るという 百姓と変わらない存在であった。他方、陰陽師としての職分は、一八世紀半ばの吉田出羽 場合 五穀成就 祈禱、夏至の神事（午之刻一刻） 、冬至 神事、五行祭三段の行事（夏至の後二夜三日） 、役所への祓献上、月待・日待祈禱、元日・五節句 礼 八朔礼、占考などであった。それぞれの具体的な内容は不明であるも 、祈禱を















こした。事の起こりは出羽に対する小作金の未払い 出羽は小笠原村に居住していたが、出羽が所持する二〇石余りの田畑は下宮地村内にあり、 「私儀神職故」それらの大半を小笠原 百姓を下作人として耕作させていた。ところが去亥年より下作人が一切下作金を納めなくなったとして、上飯田代官所に訴え出たのである。代官所から名主 奥印をと て願い出るように命じられた出羽は、名主から奥印をもらい再度願 上げた。ただし出羽が陰陽師であったことから そ 対応に役 も困惑した であろう。役人は出羽に奥印を取る例 ある かを尋ね、さらに出羽 謂れを書付で出すように命じた。出羽は、一七年以前に「京都
　
土御門殿より巨
摩一郡之小頭 一国之惣押」を仰せ付けられ ことにより「当国ニ者私頭者無御座、右御本所江申達候者遠国之義ニ御座候 殊ニ先之御役所江茂右之段申上、私一判ニ而願来り候間 何分御取上御吟味奉願上候」
（⓫）
との口








は心得違はないので納得できないと請取 を差し出さな った。それに対し、文蔵の読書師範である中郡筋布施村（現山梨県中央市）の三井平馬という浪人 再三 わたって説 したため、出羽は心得違いの文言を記した請取書を文蔵に持たせ名主に差し出した。　
ところが、文蔵は名主に無腰（帯刀をしない）で来なければ指紙は渡さ
ないと言われ、仕方なく無腰で行ったところ、今度は請取書から「吉田出羽」の苗字を除くよう いわれ、苗字を除いて差 した。そ 際 名主は文蔵に、今後「上下帯刀又者羽織袴等も不相成候 百姓之出会も無腰而相勤、書面等も苗字無用」
（⓭）
と申し付けた。名主はこの争論を機に、④
出羽の上下帯刀 羽織袴、苗字の使用禁止を命じ の ある。　
①④は出羽の身分に関わる特権について、②は陰陽師が下背の者である
















村役人と組頭を直接吟味してほしいと代官所へ願い上げた。藤右衛門が長百姓のなかでも格段に力を持っていたことと もに、出羽が他の長百姓や組頭へ配慮 いたこともわかる。出羽 村方全体を訴訟相手にするつもりはなかったのである。　
出羽によれば、藤右衛門の祖父は今諏訪（現山梨県南アルプス市）から
の「来たり者」で、 「算筆斎達者」であり、村内に算筆斎がよくできる者がいなかったので村役人に取り立てたという。藤右衛門の家は三代であり小笠原村に居住する年数は六、 七〇年の百姓身分であるとする。出羽の主張にしたがえば、藤右衛門 祖父は元禄から宝永頃に小笠原村にやってきた者であったが、その才覚により、長百姓となり名主も勤め 立場になったということになる。　
藤右衛門が出羽ら陰陽師に対して行った「不法」は寛延頃から認められ
るが （後述） 、それは徐々に実力行使に及んでいった。宝暦七年 （一七五七） 、出羽が長屋を普請し出格子を付け こと 端を発し、村内 若者一一人をはじめ三〇人ほどが出羽の屋敷 踏み込んで狼藉を働き、庭には見物 含め四〇〇人ほどが群集する いう事件があった。出羽はこの狼藉は武平治（藤右衛門親、あるいは本人） 主導したも みている。この時出羽は、このような狼藉がはじまったのは四年以前と述べていること ら ちょうど出羽が土御門家から許状 もらった宝暦四年になる。土御門家から許状を取得して村内で特別な地位を得 、新興の家でありながら村内で大きな勢力を誇るようになっていた藤右衛門 対立 ということであろう。　
出羽の村内における立場は、経済的な面からも考察しなければならない。
元文二年 （一七三七） の小笠原村の高は四九七石四斗余であるが、町場だったためであろうか、入作が二石 斗余 出作が一八三五石六斗余あった
（⓰）
。






れも小笠原村の者であった。出羽は彼らが小作金を納めないのも、藤右衛門の腰押であるとし、下作金を滞らせること よっ 藤右衛門が出羽田畑はもちろん屋敷までも捨 させ としたのであると推測してい小作人の吟味書がないため真相は不明であるが、明和五年（一七六八）の下作人七名分の未進金が甲金一一両一分一朱、翌六年から安永元年（一七七二）では下作人一一名分の未進金が甲金一 両一分、安永二年は下作人一七名分 未進が甲 一四両二朱となって る。このような状況の中で、安永元年に出羽 年貢未進 なり 二〇石のうち五石余を質に入れて金子を工面することになった
（⓲）
。明和三年から安永七年一二月までの
最終的な下作未進金の総額 、甲金一 両二 三 五厘であった
（⓳）
。争




































「似御判」で感状を拵える忠治郎という者がいることを知る。忠治郎に聞いたところ、穢多が所持している朱印は五年以前に自分が拵えて売ったものであると白状した。忠次郎は、穢多が所持する信玄の判物は近年さる方より頼まれ認めたものであり本書ではない の一札を出羽に出し、今後のために合印として印鑑も渡している。出羽は、この朱印は六年以前に出羽が「京都之御威光を以格式ニ而村入仕候」ことを妬み、長百姓共が代金を出して拵えさせ、穢多に所持させてお たと聞いているが、いまだ証拠ないので確か は申し上げられないとした。出羽が京都から帰国した際 、冠日傘などをさし、四 五〇人の出迎えで村入りした事（後述）が原因で、長百姓たち 反発を買った いうのである 長百姓にとっ 出羽の行為は村の秩序を乱すものと認識さ たのであろう。　
忠次郎が作成した文書は、長吏（穢多）弾左衛門が支配するという職種
を書きあげた、いわゆる 河原巻物」を戸石合戦と結びつけ、そ に武田信玄の権威を付与させたものである。二八職 中に陰陽師が記されて ることから、陰陽師を穢多の配下と位置付け、陰陽師が「下背」であることの根拠にしようとし のであろう。甲斐国では、武田氏 関わる偽文 が多いことで有名である。小笠原村に武田の似判をもっ 偽文書をつくる者がいたこと自体興味深いが、偽文書は自ら 権利を主張する めにつくられるだけではなく、このように他者の権利 侵害する めにも用いられたのである。　
藤右衛門は吟味の中で、陰陽師を「下背之者」あるいは「穢多之手下」
と言ったことはな と主張しているが、出羽は藤右衛門が出羽に恨みがあるために、このよう 巧みを次々におこなっていると主張した。恨みとは柴間小物成場所の新田化をめぐるもめご のようだが、詳しくは分からない。 だし 二〇年程前から出羽ら陰陽師と藤右衛門との間 、 「下背」をめぐる確執が生じていた。元文元年（一七三六）まで出羽の仲間が一一家あったところ、 「松平庄五郎様御川除御手伝之年」 （寛延元年、一七四八）に、藤右衛門が人留人足板へ名前を記す際、出羽 仲間を百姓より一字下に書き出し、村中 者へ陰陽師 「下背之者」と申し触らしたという。名主が替った際にそれを削り落とし、百姓 同様に書き したが、また藤右衛門が名主役 なった際に紙を貼り、仲間の を一字下に書き、村中大小百姓衆へ「下背之者」と申し触ら する。これより以後藤右衛門の腰押しで村方若者が 羽ら 悪口し、その上出羽 不埒狼藉行ったという。この 件はいったん内済し もの 、再び巧みをもって申し触らしたと言うのである。この「下背」という とに対する 主張は明確である
（㉑）
。
当時相勤候者有之候而も、江戸表八太夫甲府小頭田中式部此者帳面ニ入者仏市、陰陽師帳面ニ入候得者陰陽師、扨百姓之内ニも乞食仕候者所々ニ何人も有之候、然共江戸車善七甲州小頭壱本柳善九郎帳面ニ入者乞食也、不入候而百姓 人別ニ 御百姓与申者也、然所下背与申上下帯刀苗字指押ヘ 義 藤右衛門急度御吟味奉願上候
　
これは仏市（梓神子、後述）に関する出羽の発言であるが、出羽の考え
をよく示している。陰陽師のような芸能的宗教者には、それぞれの職分を保障する本所があり、貢納料を支払って職分や装束の免許状を得るとともに、本所から人別把握されていた。出羽は、それを身分の条件としたのである。江戸の八太夫（江戸浅草三社神社神職田村八太夫、神事舞太夫頭）甲府小頭田中式部の帳面に記 れば仏市、陰陽師の帳面 記されていれば陰陽師、百姓の中に乞食をし る者がいるが、江戸の車善七（非人頭） 州 一 柳善九郎の帳面に記されていれば乞食、そこに記されておらず百姓の人別に記されていれば百姓であ 、と うのである。実態は同様であっても、職分ごとの本所や頭の帳面に記されて か否かによって身分が決まるという認識である。出羽 ついて言えば、陰陽師の本所である土御門家の帳面に記されているので、陰陽師であり、穢多 配下ではない、つまり下背ではな ということになる。　
その一方で、宗旨人別帳という点からいうと、当地の陰陽師は百姓と同





出羽は、一七年以前に「出羽」となってから村方年始は羽織袴帯刀 勤めてきたが、六年以前（明和二年）から 上下帯刀で勤め、名主への年礼も同様に勤めてきたと主張した。土御門家の門下 なった陰陽師は、所望すれば、呼名・装束・帯刀などを得ることができた
（㉒）
。宝暦四年 （一七五四）
















































































対立していた。山梨郡西後屋敷村（現山梨県山梨市）の三富伯耆である。伯耆は争論の中で、出羽の所持する土御門家の免許状を謀書謀判であると主張した。土御門家の免許状は、出羽にとって自らの職分を保障す 重要な証文であった。出羽は陰陽師であることによって役所での吟味の際に縁側に置かれたが、明和六年（一七六九）七月の吟味 には百姓並に白洲に置かれている。このことを出羽は伯耆が土御門家からの免許状を謀書謀判と言ったためとみている。あるいは村内で一人も職分を頼る者がい くなったのも、謀書謀判と申 触らしたためであるとする。では、なぜ伯耆




であった。伯耆は土御門家への許状を願い上げる際に添状を出す役を担っていたが、 許状願いに対して添状を出さなかった。そこで出羽は土御門家に父親の免状を提示し、子細を述べて許状を得たのである。伯耆からすれば、小頭を通さずに得た許状は正当なものでは いと理解し、謀書謀判と主張し のであろう。それは小頭である伯耆の権限をないがしろにする行為であったからである。この時 本所である土御門家は添状のない出羽の願いを聞き届けたばかりか、甲斐国の陰陽師の数が減少していることや、本所への注進が少ないことなどへの不満から、伯耆 「みくち （未熟）故万事御せいとう（政道）み り（妄り） 」
（㉕）
であるとし、以後、出羽に
甲斐国の小頭役を申し付けるとした。出羽は伯耆とは「のかれぬ中」であるので、心を合わせ一身に「御政道相守、万事御注進事」をする したが、土御門家は出羽の居所である小笠原村と伯耆の居所である西後屋敷村が離れてい ことを理由に、出羽を巨摩一郡の小頭役に任じ、江戸表にいた関八州小頭役菊川権頭 廻下にした であ 。伯耆に ってみ ば、出羽によって自らの小頭 して 立場 侵害されたこ になる。　
伯耆がいつから土御門家の配下となり、小頭として活動していたのか明
らかではないが、貢納料の取り集めや梓神子の取り締り（後述）などに積極的でなか たことは確か ある。土御門家にとっ みれば 伯耆は自らの言いつけを守らない面倒な存在であった。伯耆は甲斐国内で ち早く土御門家の門下になっ と思われるが
（㉖）
、それは土御門家が同国の陰陽師
支配に乗り出す以前か 同地の有力な陰陽師であった め 、ゆえ土御門家に対して比較的自立的な態度を っ い ものと思わ 。それに対し、出羽は積極的 土御門家の配下獲得に努めようと ていた。宝暦一二年（一七六二）頃かと思われる 出羽は土御門家に対 て「 本所様誠ニ吟味被為成候ハヽ、御門下筋之者共幷万歳職・神市之類不残相立候ハヽ、凡弐百人も可有御座与奉存候」
（㉗）
と述べている。土御門家は万歳や














て、出羽の頭役と支配を否定した。出羽は村内の陰陽師れ合っているのは、藤右衛門に違背すると村に居住しにくく るためであると述べているが、陰陽師側には積極的な意図があったと思われる。そうでなけ ば 陰陽師 卑しめるような言動を行っている藤右衛門へ同調することはないであろう。先にも述べたように、も もと出羽と出雲や和泉は陰陽師として対等な関係にあったと思われる。 かし出羽が小頭として台頭していくなかで、反発を強めていったのではないだろうか。　
なかでも出羽が土御門家の意向を強力に反映させようとしていたことが










と、ついて 私に順 る職分の者も無 にしてほし と願 上げた。そうであれば 毎年四節 当村安全五穀成就の御祈禱を勤め守札 進上す 旨の願書を出している。ところが、村 からは願書中 「不得其意文言」があるの 吟味 きないとの返答であった。そこで役 に吟味 願い上げたが、役所からは年貢地に住居していながら無役の願 を出すのは不届きであり、願書を申し下げるように 命じられ 際 不埒の願いである
近世中期における甲斐国陰陽師の動向
静岡文化芸術大学研究紀要　VOL.16　2015　49











者御帳入成共仕候而巫女職分相勤させ候様ニ 先年より申聞候所、巨摩一郡之者共計何分承知不仕候間、四年以前亥年 此義 きひしく指押ヘ候所ニ、出雲・和泉宅江寄合、伯耆・丹宮与相談いたし、其外之仲間拾四人指加へ、はちぶ致候由、伯耆方より 断、其上狼藉夜々致候
　
陰陽道に無い女職をしている者があるので、政道を申し聞かせたが承知





の身分で陰陽師を支配してきた いうのは不届き千万としながらも、仏市については間違いないと る。このことにつき、陰陽師は小笠原村に「七百六拾何年」も住んでいるので、その間「七変八はけ（化 してき







ある。陰陽師と一緒に書き上げ れる神子は「巫女」と 「神市 とも記されていることから、仏市とは明確 区分されてい 。そして土御門家は、配下の陰陽師らが梓神子と関わることを厳しく禁じ
（㊱）
。陰陽道が















全てが仏市の職分を勤めてい が、一七年前に差し押さえたので、これを意趣に思い、矢崎和泉・吉田出雲・同佐近 乙黒村細田能登の四人が 出羽一人をよろしくない者と京都へ申し上げたとす　
九兵衛のような俗名の者は、土御門家の門下になっていない仲間（組の
内）ということになろう。出羽のいう貧しく無筆 者を じめ、多く陽師の生計を成り立たせていた が仏市であった。そして仏市は、や万歳の妻子、あるいは抱 あった。しかし仏市は土御門家から禁じられた職分であったため、出羽はそれを厳しく差し押さえ、それが陰陽師たちの反発を招いたのである。しかも巫女の職分を行 であれば、土御門家への貢納料と帳入が必要とな 、経済的 負担 なることも陰陽師たち反発をひきおこしたと思われ そこで出雲 ちのように、無免許で巫女を勤めさせる者もいた である。時期 若干下るが、乙黒村と二日市場村（現甲府市） 陰陽師と巫女 貢納料 表に た【表２】 。 【表１】 比べ、




に入ると信州から仏市が数百人ほど甲斐国にやってきて、陰陽師と「つい夫婦」になってしまうと述べていることについて考えておきたい。信州東部には祢津村（現長野県東御市）をはじめとする梓神子の拠点があり、神事舞太夫と もに東日本各地を廻村していた。享保期頃（一八世紀前半）の甲斐国の人口は、総数二二万四四四〇人、男一一万 〇八七人のうち五〇五一人が「僧・社人・山伏・行人・博士・力者・祝部・舞々 ・笠縫・猿引」であった。女一一万二一〇九人のうち二〇三八人が「神子・尼・博士・舞々・笠縫 猿引」とある
（㊲）
。特記された男










御吟味役」に任じられる。出羽は実質的に甲斐国 頂点に立ったのである。ただし、それは国内の陰陽師との新たな争論 つながっ く近世後期における甲斐国の陰陽師の動向 つ は、稿をあらた 論じたい。注（
1）　































乙黒村 細田豊[後] 巫女共ニ 銀5匁 外2匁5分
乙黒村 細田[宇津次] 巫女共ニ 銀5匁 外1匁2分5厘　年番役ニ付
乙黒村 細田[　　] [　]分巫女共ニ 銀5匁 外2匁5分
乙黒村 吉田磯五[郎] 松五郎共ニ 銀2匁5分 外2匁5分
乙黒村 細田[　　] 銀2匁5分
乙黒村 細田藤[蔵] 200文 職分一円無御座候へ共為冥[加]御菓子代奉献上候
二日市場村 深田利右[衛門] 銀5匁 外2匁5分
二日市場村 政五郎妻巫[女] 銀5匁































注（４） 、 『村明細帳』 。
（
18）　

























































 注（１） 、林「陰陽師と神事舞太夫の争論」前掲書。梅 前掲 五三頁など
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Yoshida Dewa was an Onmyoji  （陰陽師） from Ogasawara Village in Kai Province （now referred to as Minami-Alps City of Yamanashi 
Prefecture） during the Edo Period. He became a regional leader （kogashira） of Koma-gun in 1754. Later in 1769, he brought a suit 
against Toemon, who had been the former headman （nanushi） of Ogasawara Village. This article discusses the social status of 
the Onmyoji , the relationship between the villagers （murakata） and the Onmyoji , and the social role of Dewa as their kogashira , by 
analyzing what Dewa, Toemon, farmers, and Onmyoji  groups insisted on in the process of the suit.
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